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研 究 の 概 要



河川氾濫

台風 豪雨
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危機の
多様化

地震

予測できない事態

情報把握

自ら判断

自ら行動

災害に立ち向かい
自ら動きを起こす

防 災 教 育

校長の役割と指導性



（１）研究のねらい
子ども達が、災害に対して自ら判断し行
動できる力を身につける防災教育を推進し、
子どもと大人の危機対応力を高め、安心安
全で信頼される学校を創る。

（２）研究の方法
① アンケートによる各校課題の把握
② 課題解決に向けた各校の実践
③ 確かな力をつける防災教育の一般化

災害に立ち向かい 自ら動きを起こす 防災教育



研 究 の 内 容



視点１ 非常災害に備え、多様な学びを保障する

①「いのちの日」 毎月はじめに、いのちと安全のめあてを立て、月末に振り返る

「いのち」「安全」の意識化
“自”“他”“周り”（多様な視点）



視点１ 非常災害に備え、多様な学びを保障する

②「いのちと安全を考える週間」

安全な動き・判断の認識

過去の大雨被害の同時期に強調週間を設定し、
安全・防災に関する指導や避難訓練を行った。



視点１ 非常災害に備え、多様な学びを保障する

③「各種避難訓練」

安全な動き・判断の体得

緊急地震速報を想定した、定期的な簡易訓練

ふりかえり（キャリア・パスポート）

訓練です。只今、
緊急地震速報を
受信しました。
大きな地震が発
生します。今す
ぐ安全なところ
に避難しなさい



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

ア 重大事態を想定した引き渡し計画の策定

２ 実施の場合の主な想定事例
児童だけでは安全に下校することが難しいと判断される場合

（１）大規模は自然災害（地震・暴風雨・暴風雪・洪水）など
（２）災害レベル３以上の警報が出た場合
（３）凶悪事件、大規模事故など
（４）学校（近隣宅含む）における火災、不審者侵入など
（５）全国瞬時警報システム（Jアラート）発動による避難要請、自主行動
（６）その他（新型コロナウイルス感染者や濃厚接触が疑われる事案が生じ、緊急に接触回避、消毒などが

必要になる場合など）

非常災害など発生時における「保護者への児童の引き渡し」について

１ 目的
学校及び通学路や学区内等で児童の命に危険を及ぼす恐れのある重大事態が生じた場合に、児童を守る

最優先行動として保護者への引き渡し計画を策定し、教職員と保護者との間で共通理解を図る。



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

３ 実施判断と引き渡し手段
（１）判断者 校長（必要に応じてＰＴＡ会長）

⇒実施の有無と適切な手段を判断する

（２）引き渡し手段 手段❶ 「児童通学班による下校」（徒歩、杉沢タクシー、浅立バス）
⇒通学班長が帰宅後に学校に報告する

手段❷ 「教職員引率で児童通学班下校」⇒各家庭の保護者に引き渡す
手段❸ 「保護者への引き渡し下校」 ⇒保護者に学校に来ていただき、児童を引き渡す

４ 保護者への連絡手段
（１）通信手段が利用できる場合

①手段❶～❸の全てにおいて、第１手段は緊急連絡メールとする。（担当：教頭）
②手段❸の場合のみ、緊急メール配信後１時間程度経過しても児童引き渡しができない場合は、保護者
に電話連絡をする。（担当：各担任）

（２）通信手段が一切不通となった場合で、特に手段❸の対応が必要な場合
①学校の近隣に住む児童宅に職員が触れ回る。（担当：小山沢地区担当職員）
②①によって迎えに来た保護者に可能な範囲で伝達協力を依頼し、情報を拡散させる。
③町に依頼し、防災ラジオで放送をしてもらう。

ア 重大事態を想定した引き渡し計画の策定



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

ア 重大事態を想定した引き渡し計画の策定

学校全体の動き 長 頭 務 担 外 留意点等

児童通学班による下校の判断 〇

日程を検討 〇 〇 〇

緊急メール配信 ○

タクシーの手配 〇

職員に周知（打合せを行う） 〇

今後の動きについて児童に周知 〇

決められた時刻に体育館集合 〇
担任とともに整列して移
動。体育館では通学班毎
に整列。

全体指導 生
主
任

生徒指導主任が行う。
現在の状況・心構え・注
意点・帰宅後学校に電話
連絡を入れること等につ
いて

通学班毎に下校

自家用車による見守り 〇 〇

通学班長からの電話連絡・問い合
わせ等対応 〇 〇

手段❶ 「児童通学班による下校」

学校全体の動き 長 頭 務 担 外 留意点等

教職員引率による児童通学班下校
の判断 〇

日程を検討 〇 〇 〇

緊急メール配信 ○

タクシー手配 〇

職員に周知（打合せを行う） 〇

今後の動きについて児童に周知 〇

決められた時刻に体育館集合 〇
担任とともに整列して移
動。体育館では通学班毎
に整列。

全体指導 生
主
任

生徒指導主任が行う。
現在の状況・心構え・注
意点等について

通学班毎に担当職員と共に下校し、
保護者に引き渡す 〇 〇

問い合わせに対応する 〇
〇
主
事

手段❷ 「教職員引率で児童通学班下校」



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

ア 重大事態を想定した引き渡し計画の策定

手段❸ 「保護者への引き渡し下校」

保護者対応と引き渡し
◆徒歩で来校した保護者への対応
①体育館玄関に誘導 〇
②引き渡しカード記入していた

だく 〇

③引き渡しカードを持って該当
学年に向かう。

④教職員が「保護者」と「児
童」であることを確認する。 〇

⑤「児童」を「保護者」に引き
渡す。 〇

◆自家用車で来校した保護者への
対応
①職員が体育館玄関に誘導する。
職員の配置：正門前

わんぱく山付近
プール前
三元豚付近
体育館側校門
体育館玄関

〇

業務技術員、ＳＳＳ、学
校生活支援員（２名）、
学習指導員（２名）があ

たる。
トランシーバー使用（３

個）
わんぱく山前、校舎北側
では
車が２列になるように誘
導し、旧２８７号線の渋

滞を防ぐ。
②保護者のダッシュボードから
児童名を確認し、トランシー
バーで教務に伝える。

〇 〇

③教務から担任に連絡をする。
担任は児童に知らせ、体育館
玄関に誘導する。

〇 〇

④担任は、「保護者」と「児
童」であることを確認し、引
き渡す。

〇

⑤保護者からの連絡・問い合わ
せに対応する。
連絡事項の伝達経路
主事⇒教頭⇒担任

〇 〇
〇
主
事

学校全体の動き 長 頭 務 担 外 留意点等

一斉下校の判断 〇

日程を検討 〇 〇 〇

緊急メール配信 ○ 車・徒歩のいずれかの
迎えをお願いする

校舎前を封鎖 〇

ハードルなどを置き、
保健室前～体育館前ま
で車が通行できないよ
うにする。

職員に周知（打合せを行う） 〇

今後の動きについて児童に周知 〇

決められた時刻に体育館集合 〇

担任とともに整列して
移動。
体育館では学級毎に整
列。

全体指導 〇
教務主任が行う。
引き渡しの方法につい
て児童に説明する。

多様な想定・細やかな計画



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

ア 重大事態を想定した引き渡し計画の策定

引き渡しの注意点（保護者との共通理解事項）

①引き渡しは、原則として父母及び祖父母とする。

②父母が及び祖父母が来られない場合は、家族調書に記載されて

いる家族とする。

③家族以外への引き渡しは原則として行わない。

④引き渡しの時間に間に合わない保護者もいると考えられるが、

迎えに来るまで職員と共に児童が待っているので、慌てず安全を

確保することを優先して行動するように伝える。

⑤家庭内で、引き渡しが必要な状況になった場合、誰が迎えに行

くか、誰と連絡をとるかということについて、話し合い決めてお

くように依頼する。

⑥自家用車で迎えにくる場合は、車のフロントに、児童の学年と

名前・引き渡しに来た方の名前と続柄を大きく太く書いた紙（Ａ

３相当）を提示するように依頼する。紙が必要だと申し出があっ

た家庭には配付する。

⑦児童本人が、迎えに来た人との関係を説明できるように、保護

者に指導をお願いする。

今年度中にしておくこと

①この文書の内容を保護者に

周知する。

②児童を引取りに来る方の名

前・連絡先について、保護

者から届け出てもらう。

③引き渡し名簿作成。

④訓練。

保護者・地域周知・啓発



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

１４：００◆緊急メール配信

白鷹町に警戒レベル３の豪雨が発生し
ました。「緊急時の児童の引き渡し保
護者用マニュアル」に沿って、ただ今
より児童引き渡しを開始します。受付
開始を１４：４５としますので、安全
に気を付けて来校ください。

１４：０５
５校時目の授業終了。帰りの準備をする

１４：２５◆放送指示

ただ今より緊急時児童引き渡し訓練を行いま
す。

先程からの強い雨のため、児童のみの下校は危
険な状況です。お家の方に迎えに来ていただ
き、安全に下校できるようにします。児童のみ
なさんは、静かに体育館に移動しなさい。

１４：３０◆体育館に移動・整列・待機

１４：４５◆引き取り者受付開始

・一番上の学年で受付する。

・引き取り者が持参した「緊急
時の引き渡しカード」で名簿
と照合する。

・確認後、昇降口に移動する。
・トランシーバーで体育館の教
員に名前を告げる。

◆引き渡し

・名前を聞いたら、教員がその児童（兄弟姉妹）を昇降口ま
で連れてくる。

・昇降口担当は再度「緊急時引き渡しカード」を確認する。

・昇降口担当が「この人はだれですか？」と尋ねる。児童は
「お父さんです。」等と答える。

１５：１５◆引き渡し完了

行動様式の体験・体得

イ 引き渡しの実際



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

① 保護者への引き渡し

◆昇降口からドライブスルーで引き渡す

諸状況を想定した対応策

グラウンド

プール下
駐 車 場

①児童集合、待機場所 （玄関前ホール）

③引き渡し場所 （昇降口前）

H 電話を受けて、情報をすぐに現場に伝え、ホワイトボードで共有する。

②保護者待機場所（プール下駐車場）
A

A 校門前で車をプール下駐車場入り口まで誘導する

BB 車を駐車場外周に沿って誘導する

C

C 保護者名を確認し、トランシーバーでホールに連絡する

D トランシーバーで連絡を受ける

D

E 児童係に伝える

E

F 連絡係からの呼び出しを受け、児童を呼び出し、下校係に渡す児童を指導する

F G

G 児童の名前をチェックして保護者に渡す。

H

イ 引き渡しの実際



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

② 新型コロナ感染予防

ア 校内生活マニュアルの作成

大人の姿で示す（共通理解・共通実践）

子どもは、言うようには育ちません
子どもは、しているように育ちます



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

② 新型コロナ感染予防

イ 校内生活マニュアルの更新

児  童  教  師 
◆マスク◆ ◆水 筒◆ 

朝 

◆体調チェックカード◆ 

①家からマスクをして登校する 

②忘れた児童は保健室にもらいに行く 

③全校集会や朝の歌はマスクをする 

①中身は水かお茶 

②小まめな水分補給 

 【水筒】確実に 

【児童は登校後に担任へ各自提出】 

①８時２０分「健康観察」未提出時は検温しカードに記載。 

②担任が点検し、気になる児童がいる時は即保健室へ。 

③担任が１か月保管し、その後家庭へ返却する 

◆手洗い◆ ◆マスク・消毒◆ 

授
業
中 

◆消 毒◆ ◆空調・換気◆ 

 
【手洗い】確実に 
①こまめに石けんで洗う 

②明示された位置に並ぶ 

＜使用水場＞ 

１年：1 階トイレ前 

2年：体育館前 

3年：２階トイレ前 

4年：理科室前 

5年：3階 

6年：３階（混雑時 2階も） 

①マスクは継続着用 ※英語もマスク使用 

②マスク着用してグループ学習可(３密配慮) 

③体育は授業前後の手洗い消毒を徹底        

ボール型簡易ゲーム可。少人数（3 対 3程度）15

分程度近接する場面を極力減らすことに配慮する 

④調理実習は感染予防に配慮して実施 

⑤図書室利用前後の手洗い消毒を徹底。 

⑥音楽で歌う時はマスク着用。 

鍵盤ハーモニカ、リコーダー使用可 

①授業で共有物を使用

する際は、使用直前

に手洗い消毒をする 

②教室を離れる場合は

教師が消毒液を持参 

③図書室使用時は、職員

室のホワイトボード

に利用を明記する 

 

【換気】確実に 

①常時教室の窓と廊

下側の戸を対角線

に開ける。 

※適宜サーキュレー

ターを使用し、空

気の流れを作る。 

②天候が良い時は、

窓を全開にする。 

◆遊び方・遊具の消毒◆ ◆手洗い消毒等◆ ◆図書室の利用◆ 

休
み
時
間 

◆消毒・換気◆ 

①３密を避け、学年割り当て場所で遊ぶ 

②遊具等を使う前後の手洗い消毒を徹

底する 

③おにごっこ等接触する遊びは不可 

④ボールは１個につき10人まで使用可 

①３密に注意し、マスクをして遊

ぶ。 

②教室を出る時は消毒 

③休み時間終了後、石けんで 

ていねいに手洗い消毒 

①図書室利用前後の手洗い消毒

を徹底 

②図書委員は、図書室の窓を開

け、毎日本の貸し出しを行う 

③図書室に消毒液を準備する 

※業間は窓を開けて

換気をする。 

 

◆給食準備・後片付け◆ ◆手洗いと消毒◆ 

給 

食 

◆後片付け◆ 

①給食台と机は別々の台ふきを使って、消毒する 

食後は給食台の汚れを拭き取ってから水拭きする 

②机等の消毒後のから拭きはしない 

③給食当番（必要最少限の人数）はエプロン、マスク

をし、手洗いと消毒後に準備 

  密回避のため、盛り付けはご飯１・お汁１ 

④1～4年の食缶等は１階、5・6年の食缶等は 3階

に準備する 

※石けん手洗いと消毒を徹底する 

 

①残菜や飲み残した牛乳は食缶に入

れる  

②牛乳パックは水で洗わず、各自折り

たたみ、教師がビニール袋にまと

め、空気を抜いて縛る。 

１階階段脇のごみ置き場に置く 

③食缶等は、１階に返却する 

④うがいは密を避け、静かに吐き出

す。蛇口に口をつけない。  

◆食べ方◆ 

①「いただきます」後に、マスクを

外し、給食袋に入れる 

②前を向いて静かに食べる 

③歯みがきはテープで静かに行う 

 

◆清掃の仕方◆  ☆別紙参照 ◆ごみ捨て◆ 

清 

掃 
 

 
 

 
 

◆台ふき・ごみ捨て◆ 

①机を消毒する 

②ごみ袋の受け取りをする（橋本） 

③ごみ捨てを待つ児童が、密にならないように指導

する 

④マスク、血液が付いた物等は配付されたビニール

袋に入れて捨てる 

①火曜日：縦割り１～１０班 

木曜日：縦割り１１～２１班 

②２０ℓのごみ袋毎捨てる 

③ごみ捨ての際は、ごみ袋を結ば

ず、密にならないように、前の

人と距離を取って並ぶ 

①机を消毒する 

②ごみ袋の受け取りをする（橋本） 

③ごみ捨てを待つ児童が、密にならな

いように指導する 

④マスク、血液が付いた物等は配付さ

れたビニール袋に入れて捨てる 

◆水 筒◆ ◆かさの貸し出し◆ 

下
校 

◆体調チェックカード◆ 

①余っている水やお茶は捨てずに下校する 

②下校時に水分補給をする際は、 車に気をつけ腰を

下ろして行う 

①「かえす箱」に返却するように指導をした

上で、職員が名簿に記録し貸し出す 

②返却されたかさの消毒（丸川） 

※体調チェックカードを配

付する 

 

放
課
後 

◆消 毒◆ 

①ボールの消毒はしない    ②トイレ等の共有箇所のドアノブやスウィッチ等を中心に消毒する  

③消毒薬の補充は保健室で行う。少なくなったら補充する ④消毒は別紙どおり割り振る 

◆保健室利用◆ 留
意
事
項 

◆家庭啓発◆ 

※体調不良で来室した児童は、原則保護者に 

連絡し早退させる。 

 

①常に保護者と連絡が取れるように依頼する 

②マスク２～３枚を袋に入れたものとハンカチ・ちり紙の予備をランドセルに常備 

③ハンカチ・ちり紙の携帯を啓発する 

 

児  童  教  師 
◆マスク◆ ◆水 筒◆ 

朝 

◆体調チェックカード◆ 

①家からマスクをして登校する 

②忘れた児童は保健室にもらいに行く 

③全校集会や朝の歌はマスクをする 

①中身は水かお茶 

②小まめな水分補給 

 【水筒】確実に 

【児童は登校後に担任へ各自提出】 

①８時２０分「健康観察」未提出時は検温しカードに記載。 

②担任が点検し、気になる児童がいる時は即保健室へ。 

③担任が１か月保管し、その後家庭へ返却する 

◆手洗い◆ ◆マスク・消毒◆ 

授
業
中 

◆消 毒◆ ◆空調・換気◆ 

 
【手洗い】確実に 
①こまめに石けんで洗う 

②明示された位置に並ぶ 

＜使用水場＞ 

１年：1 階トイレ前 

2年：体育館前 

3年：２階トイレ前 

4年：理科室前 

5年：3階 

6年：３階（混雑時 2階も） 

①マスクは継続着用 ※英語もマスク使用 

②マスク着用してグループ学習可(３密配慮) 

③体育は授業前後の手洗い消毒を徹底        

ボール型簡易ゲーム可。少人数（3 対 3程度）15

分程度近接する場面を極力減らすことに配慮する 

④調理実習は感染予防に配慮して実施 

⑤図書室利用前後の手洗い消毒を徹底。 

⑥音楽で歌う時はマスク着用。 

鍵盤ハーモニカ、リコーダー使用可 

①授業で共有物を使用

する際は、使用直前

に手洗い消毒をする 

②教室を離れる場合は

教師が消毒液を持参 

③図書室使用時は、職員

室のホワイトボード

に利用を明記する 

 

【換気】確実に 

①常時教室の窓と廊

下側の戸を対角線

に開ける。 

※適宜サーキュレー

ターを使用し、空

気の流れを作る。 

②天候が良い時は、

窓を全開にする。 

◆遊び方・遊具の消毒◆ ◆手洗い消毒等◆ ◆図書室の利用◆ 

休
み
時
間 

◆消毒・換気◆ 

①３密を避け、学年割り当て場所で遊ぶ 

②遊具等を使う前後の手洗い消毒を徹

底する 

③おにごっこ等接触する遊びは不可 

④ボールは１個につき10人まで使用可 

①３密に注意し、マスクをして遊

ぶ。 

②教室を出る時は消毒 

③休み時間終了後、石けんで 

ていねいに手洗い消毒 

①図書室利用前後の手洗い消毒

を徹底 

②図書委員は、図書室の窓を開

け、毎日本の貸し出しを行う 

③図書室に消毒液を準備する 

※業間は窓を開けて

換気をする。 

 

◆給食準備・後片付け◆ ◆手洗いと消毒◆ 

給 

食 

◆後片付け◆ 

①給食台と机は別々の台ふきを使って、消毒する 

食後は給食台の汚れを拭き取ってから水拭きする 

②机等の消毒後のから拭きはしない 

③給食当番（必要最少限の人数）はエプロン、マスク

をし、手洗いと消毒後に準備 

  密回避のため、盛り付けはご飯１・お汁１ 

④1～4年の食缶等は１階、5・6年の食缶等は 3階

に準備する 

※石けん手洗いと消毒を徹底する 

 

①残菜や飲み残した牛乳は食缶に入

れる  

②牛乳パックは水で洗わず、各自折り

たたみ、教師がビニール袋にまと

め、空気を抜いて縛る。 

１階階段脇のごみ置き場に置く 

③食缶等は、１階に返却する 

④うがいは密を避け、静かに吐き出

す。蛇口に口をつけない。  

◆食べ方◆ 

①「いただきます」後に、マスクを

外し、給食袋に入れる 

②前を向いて静かに食べる 

③歯みがきはテープで静かに行う 

 

◆清掃の仕方◆  ☆別紙参照 ◆ごみ捨て◆ 

清 

掃 
 

 
 

 
 

◆台ふき・ごみ捨て◆ 

①机を消毒する 

②ごみ袋の受け取りをする（橋本） 

③ごみ捨てを待つ児童が、密にならないように指導

する 

④マスク、血液が付いた物等は配付されたビニール

袋に入れて捨てる 

①火曜日：縦割り１～１０班 

木曜日：縦割り１１～２１班 

②２０ℓのごみ袋毎捨てる 

③ごみ捨ての際は、ごみ袋を結ば

ず、密にならないように、前の

人と距離を取って並ぶ 

①机を消毒する 

②ごみ袋の受け取りをする（橋本） 

③ごみ捨てを待つ児童が、密にならな

いように指導する 

④マスク、血液が付いた物等は配付さ

れたビニール袋に入れて捨てる 

◆水 筒◆ ◆かさの貸し出し◆ 

下
校 

◆体調チェックカード◆ 

①余っている水やお茶は捨てずに下校する 

②下校時に水分補給をする際は、 車に気をつけ腰を

下ろして行う 

①「かえす箱」に返却するように指導をした

上で、職員が名簿に記録し貸し出す 

②返却されたかさの消毒（丸川） 

※体調チェックカードを配

付する 

 

放
課
後 

◆消 毒◆ 

①ボールの消毒はしない    ②トイレ等の共有箇所のドアノブやスウィッチ等を中心に消毒する  

③消毒薬の補充は保健室で行う。少なくなったら補充する ④消毒は別紙どおり割り振る 

◆保健室利用◆ 留
意
事
項 

◆家庭啓発◆ 

※体調不良で来室した児童は、原則保護者に 

連絡し早退させる。 

 

①常に保護者と連絡が取れるように依頼する 

②マスク２～３枚を袋に入れたものとハンカチ・ちり紙の予備をランドセルに常備 

③ハンカチ・ちり紙の携帯を啓発する 

 

子どもの防災意識・防災行動の向上

子どもが自ら取り組む生活様式



視点２ 非常災害に備え、多様な体験を保障する

③ 地区防災連携体制

イ 地区防災研修

地域防災体制の構築

ア 危険個所現況調査
ウ 災害図上訓練

地域とともに学ぶ・考える

地域とともに知る・学ぶ

地域とともに考える・創る

知 る 学 ぶ 考える 創 る

共助・公助



研究のまとめ



（１）成果

① 災害を想定して実体験させること，家庭・地域と連携した動きを
作ることは，“いざ”という時に備えた対応力を育てる。

② 災害に対する学びを日常的かつ多角的に積み上げると，防災への
意識が高まり，自ら判断し，自ら動くスキルも身につく。

③ 危機的状況に立ち向かい，自ら動ける子ども”を育てるために，それぞれの地域に
応じた防災教育を学校経営の柱に位置付け、実践を積み上げる。

（２）課題

① 従前の取組に加え，災害の多様化に対応できる防災教育を，意図
的・計画的に実施する必要がある。

②“危機的状況に立ち向かい，自ら動ける子ども”を育てるために，
学校・家庭・地域が連携し，自助・共助・公助を基にした“いの
ちを守る防災体制”を構築する。



それぞれの地域に応じた防災教育を学校経営の柱に位置付ける

自助・共助・公助を基に“いのちを守る防災体制”を構築する

“危機的状況に立ち向かい，自ら動ける子ども”を育てる


